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将来像WG立ち上げの背景と目的

将来像WGでは、農業における中長期な課題に対するデータ連携のあるべき姿を検討スコー
プとし、その検討に資する助言・アドバイザリーを提供する

背景

• 農業のデータ連携・標準化においては、これまで内閣官房・農林水産省主導のもと2013年から検討がされ
ており、この取り組みの一環として農機Open API仕様の策定を進めてきた（2021年に前フェーズを実施）

• 前フェーズではコンソメンバーの意向を汲み取ること、対応すべきユースケースとそれに対応するAPI仕様・規約
等を整備することでデータ連携が前進した

• 一方で、「担い手不足」「気候変動」「資源高騰」に代表される社会課題等に対するデータ連携のあり方つ
いては深い議論がなされていない

• データ連携の今後の拡張可能性に有識者ヒアリングにて一定の情報は収集済み

• そのため短期的な課題解決にとどまり、今後の農業全体に波及するような取り組みに繋がらない懸念が
あった

目的

• データ連携のあるべき姿（将来像）を描いた上で、バックキャスト的に現在の活動方針を策定するという目
的で「将来像WG」を立ち上げる

• この活動により農業における中長期的な課題に対するデータ連携の役割・効果を明確にする

• これらをメーカー・ベンダーに明示することでデータ連携を促進する

• 最終的には優先的に連携すべきデータ項目を提示していく

詳細は次ページ



ステークホルダー別検討経緯

農業データ連携・標準化は過去より検討されてきており、農機APIの取り組みはその一端。
本業務においても、過去検討内容を引き継ぐ形で検討を進める
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農業情報創成・流通

促進戦略の策定
＜内閣官房＞

農業情報創成・流通

促進戦略に係る標準化
ロードマップの策定
＜内閣官房＞

規制改革推進会議

（農業機械）
＜内閣府＞

個別ガイドラインの策定
（農作業の名称、環境情報

のデータ項目、農作物の名称、

データ交換のインタフェース）

＜内閣官房＞

スマート農業の実現に

向けた研究会の発足

スマート農業の実現に

向けた研究会での「スマー
ト農業の将来像」提言

農業分野における

AI・データに関する
契約ガイドラインの策定

スマート農業実証

プロジェクト

農業機械・システムを

中心としたデータ連携の
環境整備

（各種ガイドラインに準拠した

農機OpenAPI仕様の策定）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

農業分野における

オープンAPIの整備に
関するガイドラインver1.0

の策定

第6期科学技術・
イノベーション基本計画
（データ駆動型）

＜内閣府＞

第5期科学技術基本
計画（スマート農業）

＜内閣府＞



将来像WGの検討アプローチ

将来像WGでは「あるべき姿の策定」「あるべき姿実現のロードマップ策定」「現在の活動方
針策定」の３つのステップで推進する

あるべき姿の策定

• あるべき姿を複数の観点から策定していく

• 策定にあたっては、現時点のニーズだけでな

く異業種や農業将来ニーズを把握できるよう

な手段を活用する

【あるべき姿を検討する観点】

➢異業種間連携

➢産官学連携

➢環境価値 等

【策定手段】

➢生産現場へのヒアリング

➢メガトレンド調査

➢農業の先行事例（AgGateway等）

➢異業種の先行事例（ヘルスケア等）

➢既存で検討されている将来像

現在の活動方針策定
（取り組むべきデータ項目の特定）

•足元で拡張すべきデータ項目を特定

•拡張すべきデータ項目は多岐に渡ると

考えれるため優先度も併せて設計する

【データ項目の優先度設計の観点】

➢メーカー・ベンダーへのメリットの大きさ

➢メーカー・ベンダーの得意領域との親和性

➢実現までの期間 等

STEP1 STEP3

あるべき姿実現のロードマップ策定

• あるべき姿を実現に向けた成長戦略として

のシナリオを策定する

• 策定にあたっては農業のデータ連携関連の

調査結果や、異業種のロードマップ例をイン

プットとする

【ロードマップ策定のインプット】

➢海外成長戦略（PRISM調査結果等）

➢異業種プラットフォームのロードマップ例

➢ITの技術的な動向

➢世界の個人情報保護の動向

➢有識者インタビュー 等

STEP2

• 当データ連携の将来像

• 農業全体の将来像（メガトレンド）

• 先進事例調査結果

• 有識者インタビュー結果

• 当データ連携のロードマップ

• 海外成長戦略の調査結果とりまとめ

• 異業種事例の調査結果

• 有識者インタビュー結果

• 拡張すべきデータ項目の一覧

• データ項目の優先度

タスク

概要

成果物

第1回/2回WGでの検討領域 第3回WGでの検討領域 第4回WGでの検討領域



あるべき姿の検討イメージとポイント

「STEP1：あるべき姿の策定」においては複数の観点を鑑みてデータ連携としての将来像を
検討していく

価値の広がり

連
携
の
広
が
り

事業価値 環境価値 ・・・

・
・
・

将来像

現在

メーカー・ベンダーのビジネスとしての

価値だけでなく、社会課題の解決

のような農業全体を鑑みた価値を
検討していく

1事業者で実現可能なある
べき姿ではなく、プレイヤーの

連携によってのみ実現可能
なあるべき姿を検討していく

農業のデータ連携全体を

検討対象とする

農業機械を中心としたデータ
連携まで視点を落とし込み

農業機械データ連携

としてのスコープ検討

異
業
種
間
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携

産
官
学
連
携

グ
ル
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間
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携



将来像検討の観点・手段

前述の複数の観点について、コンソメンバーの意向・メガトレンド・異業種の事例・既存の将
来像を踏まえながら検討に資する助言・アドバイザリーを提供する

将来像

◼ ヒアリングを通じて現時点

の課題起点で将来像を
策定

農業者・メーカー様等への

ヒアリング調査

◼農業界のメガトレンドを起
点に将来像を策定する

メガトレンド調査

◼農業の事例に加え、医

療検査機器等の仕様か
ら将来像を策定する

先行事例調査

(デスクトップ調査等)

◼ 「スマート農業の将来像」

や「みどりの食料システム

戦略」等の既存将来像
をインプットに検討する

既存の将来像の調査

◼データ連携の対象となるプレイ
ヤーの広がりを検討観点とする

連携の広がり

◼データ連携の提供価値の広がり
を検討の観点とする

価値の広がり

・・・

将来像設計の視点

調査・検討の手段



既存の将来像（スマート農業）

既に検討がなされているスマート農業の将来像をインプットにして、データ連携としての将来
像を具体化していく

ス
マ
ー
ト
農
業
と
し
て
の
将
来
像
か
ら

デ
ー
タ
連
携
と
し
て
の
将
来
像
に
具
体
化

出所：スマート農業の実現に向けた研究会

既存の将来像



既存の将来像（みどりの食料システム戦略）

既に検討がなされているみどりの食料システムの将来像をインプットにして、データ連携として
の将来像を具体化していく

環
境
価
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や
低
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用
低
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機
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み

既存の将来像



みどりの食料システム戦略実現のロードマップ

（参考）みどりの食料システム戦略の情報はデータ連携におけるロードマップ策定のインプッ
トにも活用していく

既存の将来像



グローバルフードショックのシステム図

さらにグローバルにおける食のトレンドも鑑み、データ連携としてどの課題へ対応していくべき
かを検討していく

【需要】

人口増加

経済成長

【供給】

【食糧安全保障への影響】

消費者の

価値観

食肉の

増加

環境負荷

への配慮

代替タンパ

ク質の増

加

国際関係

の悪化
食糧の

外交カード化

政情不安・

暴動の発生

干ばつ・
洪水

温暖化

農地面積

の減少

害虫の

増加
地下水
の枯渇

屋外労働

の減小

エネルギー

価格の高騰

食糧需要

の増加

生産～消費

のフードロス

穀物価格の

上昇

生産量の

減小

生産の

高度化

国内政策

輸送能力

の向上

輸出食糧
の高騰

局所的な
食糧不足

飼料の

増加

急激なトリガー
データ連携解決

すべきポイント
増加 減小凡例：

メガトレンド調査



AgGatewayのワーキンググループ

農業の先進的なプラットフォームの取り組みもあるべき姿検討の一端になると考える

先行事例調査



コンソーシアム型データ連携の事例（久米島デジタルヘルスプロジェクト）

農業以外の事例も調査することで、先行する業界でのデータプラットフォームの方向性把握
に活用していく

参画機関 コンソーシアム(ファイザー、バイエル薬品、ブ
ルーブックス、琉球大学等)

扱うデータ •健診データ

•診療データ

•オミックスデータ

•生活データ(食事、
睡眠、運動)

データソース •病院

•薬局

•患者(自宅)

データ収集

手段

• API
•モバイル

• IoTデバイス

• Bluetooth
•専用SW

ストレージ •クラウド

データ構造 • LHRにて一元管理されている患者IDで紐
付けが可能

開発手段 • コンソーシアムによる共同開発

提供価値 •各病院と薬局がLHR(Lifelong Health 
Record)システムを導入することでLHR上で
管理されているデータにアクセス可能

LHR (Lifelong Health Record)

デ
ー
タ
ソ
ー
ス

イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

デジタルヘルスデバイスLHRシステムIF

LHR専用API

健診データ

診療データ

オミックスデータ

生活データ

LHR識別IDで紐付け

Bluetooth活用

デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

医療機関 薬局 患者

Mobile Wearables専用SW

出所：日経

提
供
価
値

ソリューションの概要 ソリューションのイメージ

超早期診断 疾患コントロール
生活習慣病

改善

先行事例調査



将来像の仮説・アウトプットイメージ



農機オープンＡＰＩの役割
・20年後も利用できる「時間＋場所＋事象」のデータ構造を共有
・多様なデータベースと接続可能性（経営判断や防災リスクなど）
・事象の内容と時間空間の粒度の判断は国際標準と利用者に依存

オープンＡＰＩ

現在の課題 将来の課題

多様な地域データの管理組織
多様な地域データの管理組織

農場データの所有権は
生産者にある

個人DB

共有ＤＢ

人口変動・環境変動に対応
する農場データ

共有ＤＢ

オープンＡＰＩ

個人DB

環境
生態系
都市

農場
農場

研究機関
民間企業
投資機関

研究機関
民間企業
投資機関



ShibuLec2020

➢ 労働生産性１０倍、資本生産性2倍
➢ 地力の長期維持、環境負荷１／４

➢ 1000枚の分散作圃の一括同時管理
➢ Diversityの労働組織

➢ ゲノム・作物生理にもとづく生産限界の確認

➢ 栽培方式ごとの生産投資効率の評価

➢ 単収と収益速度の評価管理手法

「みどりの食料システム戦略」を支えるスマート農業の課題と目標に関するブレインストーミング
農機分野の貢献は限定的、分野横断の包括的連携を支えるコーディネータの登場が期待される

「みどりの食料システム戦略」を実現するための

データ駆動型農場マネジメント戦略

➢ 誰にとってきついのか？

➢ 「きつい・危険」の評価系

➢ 「農作業」の安全快適管理

➢ 「誰もが」の範囲？

➢ 難聴難視等含む生産組織

➢ 多様なコミュニケーション

➢ 「安全性」の共通理解

➢ データと実体の剥離管理*
➢ フードコミュニケーション

*Cyber-Physical Food System

澁澤談 2022.10.3スマート農業の将来像のイメージ

※注記： 前ページの出典図に澁澤個人のコメントを重ねたものであり、オーソライズされたものではない。



データ連携の将来像仮説

現時点の将来像仮説は「スマート農業をデータによってマネジメントする仕組み」であり、これ
を当WGにて検証・具体化していく

• 既存のスマート農業の領域に加え、みどりの食料システム戦略で言及されているサステナビリティ
領域を本業務における検討スコープとする

• 一方で下流プロセスについては検討範囲が膨大であること・農業機械との関連が薄いことから
劣後する

開発・生産 加工・流通 消費

*1：スマート農業の実現に向けた研究会「スマート農業の将来像」
*2：農林水産省「みどりの食料システム戦略」

スマート農業の将来像

既存の将来像

将来像検討の考え方

将来像の現時点仮説
スマート農業（持続可能性の観点を含む）をデータによって

マネジメントしていく仕組みを目指す

効
率
化

自
動
化

持
続
可
能
性

スマート農業の将来像

（一部）

本業務のスコープ

スマートフードの将来像

（みどりの食料システム戦略）



将来像実現のための論点の整理（スマート農業）

スマート農業で具体化されている目指すべき方向性をもとに明らかにすべき論点を整理して
いく

データ連携の将来像策定のための解くべき論点既存将来像の目指すべき方向性

超省力・大規模生産を実現

作物の能力を最大限に発揮

きつい作業・危険な作業からの

解放

誰もが取り組みやすい農業を実現

消費者・実需者に安心と信頼を

提供

上記に向けてどのような情報をどのような体制で管理していくか

超省力・大規模生産における将来の具体的な取り組みは

上記評価系をどのような情報を活用して管理していくのか

作物の能力の活用度合いをどのように評価していくのか

誰にとっての「きつい・危険」なのか。その評価系は

上記評価系をどのような情報を活用して管理していくのか

誰にとっての取り組みなのか。具体的な将来の取り組みは

上記評価系をどのような情報を活用して管理していくのか

「安心と信頼」の共通認識は何か？そのための具体的な取り組みは

上記を管理するためにどのような情報活用が必要か

ス
マ
ー
ト
農
業

左
記
の
取
り
組
み
を

デ
ー
タ
連
携
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て

い
く
の
か



既存の将来像（スマートフード）

本検討では、みどりの食料システム戦略における生産領域の具体的な取り組みから、持続
可能性の観点で目指すべき方向性を整理

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

調達

生産

加工・
流通

消費

取り組みの詳細目指す姿に対する具体的な取り組み

高い生産性と両立する

持続的生産体系への転換

機械の電化・水素化等、

資材のグリーン化

地球にやさしいスーパー品種等の

開発・普及

農地・森林・海洋*への炭素の

長期・大量貯蔵

労働安全性・労働生産性の

向上と生産者のすそ野の拡大

水産資源の適切な管理

資材・エネルギー調達における

脱輸入・脱炭素化・環境負荷軽
減の推進

イノベーション等による

持続的生産体制の構築

ムリ・ムダのない持続可能な

加工・流通システムの確立

環境にやさしい持続可能な

消費の拡大や食育の推進

将来像に対する

目指すべき方向性
として検討の対象

スマート農業における

目指すべき方向性と
重複するため対象外

本検討は農業機械
のオープンAPIを対象と
しているため対象外

*：本検討は農業機械のオープンAPIを対象としているため、海洋は対象外



将来像実現のための論点の整理（スマートフード）

みどりの食料システム戦略で具体化されている目指すべき方向性をもとに明らかにすべき論
点を整理していく

データ連携の将来像策定のための解くべき論点既存将来像の目指すべき方向性

高い生産性と両立する

持続的生産体系への転換

機械の電化・水素化等、

資材のグリーン化

地球にやさしいスーパー品種等の

開発・普及

上記に向けて必要な情報をどのように管理していくか

化学農薬・肥料の使用における環境負荷低減に向けた具体的な
取り組みとは

上記を管理するためにどのような情報活用が必要か

農業機械の電動化や省エネに向けた具体的な取り組みは

温室効果ガス排出削減に向けた品種及び資材の開発・普及の具
体的な取り組みは

上記を管理するためにどのような情報活用が必要か

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド

左
記
の
取
り
組
み
を

デ
ー
タ
連
携
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
く
の
か

農地・森林・海洋への炭素の

長期・大量貯蔵

農地土壌における炭素の貯蔵に向けた具体的な取り組みは。その
評価系は

上記評価系をどのような情報を活用して管理していくのか



データ連携の将来像策定の観点

データ連携の将来像を下記３つの観点（資料構成）で整理していく

これまでの農業とこれからの農業

の違いを述べ、その中でのデータ

連携の役割を定義する

データ駆動型農業における

データ連携の役割

①で定義したデータ連携の位置

づけを踏まえ、データ駆動型農業

の主体を明確にする

データ連携を含めたデータ

駆動型農業を推進する主体

①②で定義したデータ連携の役

割・主体を踏まえ、今後データ連

携を推進する上での要諦を整理

する

データ連携を進める上での要諦

データ駆動型農業の目指す「効率化」及び「持続可能性向上」に向けた具体的な取り組みに対して、取り組みの目標

やその中でのデータ連携の役割について詳細に記載

（補足資料）データ駆動型農業の具体的な取り組みにおけるデータ連携の位置づけ

1 2 3


